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目的とゴール

■目的
景品表示法の目的や内容、過去事例を把握するこ
とで、HP作成の際に注意すべき点がわかるようにな
る。

■ゴール
１）先生に自信をもって答えることができる
２）クドケンで回答を統一できる



景品表示法の
概要

正式名称：

不当景品類及び不当表示防止法

企業が商品やサービスの販売にあたって「消費
者を誤認させるような不当な広告をすること」と
「消費者の判断を誤らせるような過大な景品の
提供をすること」を禁止する法律です。

販売するサービス・商品について消費者が正確
に情報を伝達できるようにすることが目的の法
律です。



よくある
違反事例

 １）優良誤認（過去事例と同様な案件は特に）

 ２）出身校・経歴

 ３）技能及び施術、治療やサービスの方法や内容

 ４）法以外の医業類似行為

 ５）打ち消し表示



違反すると

 ・いきなり処置ではなく注意指摘

 ・自治体から注意が入る　※地域で対応に差がある

 ・HP削除などの措置命令

 ・罰金の可能性あり



優良誤認の
事例①



優良誤認の
事例②



優良誤認の
事例③



優良誤認の
事例③



他の
違反事例

■出身校・経歴

実際の経歴と異なっている

■技能及び施術、治療やサービスの方法や内容

HPの内容と実際の施術内容が異なっているなど

■打ち消し表示

「※施術効果には個人差があります」などの記載がな
い、スマホだと文字が小さすぎて認識できないなど



違反しない
ための
ポイント

１）過去の違反事例と同じ表現をしていないか

２）表示する内容が事実に基づいたものであり

　「客観的な」根拠があるか

　・資料が客観的に実証されたもの

　・表示された効果・性能と資料によって

　　実証された内容が適切に対応していること



治療院の広告に
おいて使えない
文字の具体例①

■大前提として医業と間違える可能性がある
　表現はNG
■治療院＝医業類似行為
　（医師の判断が不要な行為）

１）医師であるかの表現
　　「ドクター」「○○医師」「○○院長」

※「○○院長」は△な表現
（屋号が「○○院」であればOKな場合が多い）
※医師法にも関わり、医師でないものが
　医療行為をするのはNG



治療院の広告に
おいて使えない
文字の具体例②

２）医療機関をイメージさせる単語
　　「治」「診」「院」「患」はNG

　　※患者⇒「お客様」に記載を変える

３）病名の表記
　（医療機関でないと治療できないもの）
　　がん、ヘルニア、リウマチ、神経通、
　　○○症、○○病、○○障害など

　　※特に「がん」は100%NG
　　（行政の対応がかなり厳しい）



治療院＝
医業類似行為
について

・あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師に
　関する法律（あはき師）
　　⇒この法律以外をまとめて「療術」

※エステでマッサージとは書けない
（マッサージなどを仕事とする人は、養成機関で3年以上
学んだ後、国家試験に合格して得る免許が必要）

法で認められた医業類似行為 法に基づかない医業類似行為

１．あん摩マッサージ指圧師

２．はり師

３．きゅう師

４．柔道整復師

１．カイロプラクティック

２．整体、骨盤矯正

３．気功

４．温熱・電気・光線

５．その他



まとめ

1. 過去事例と同様な表現をすると指摘されやすいので要

チェック

2. 誤認されるような表現をしない

3. 効果をアピールする場合は、具体的な根拠を記載する

こと

4. 治療院が広告で利用できない文字は把握しておきま

しょう

5. 治療院に対する明確な規則はないが、今後規則が追

加されるかもしれないので動向には注意が必要です。


